








研究の目的

　先天的に心身障害児の発生に関与する因子としては遺伝的因子及び環境因子

があげられる。胎児は独特な環境のなかで発育,成長するから,環境の変化が胎

児に大きな影響を与えることはいうまでもない。胎児環境は,胎児の力のみで

作られるのではなく,母児両者の相関によって作られる。この相関は妊娠成立

の時点から始まるのではなく,既に受精前から,すなわち卵子として卵胞内に存

在する時点から始まっていると考えられる。したがって心身障害発生予防の対

策をたてるためには排卵,受精,妊娠,分娩の全経過を通じて,胎児環境に影響を

及ぼす因子,環境の変化が胎児に与える影響,それに対する胎児の反応さらには

結果としての胎児異常,異常の診断法などについての基礎・臨床両面から総合

的研究が必要である。得られた知見は統合されて,日常の臨床に応用されると

共に行政面にも反映されることが心身障害発生予防にとり急務である。本研究

班は以下の 6つの主題について分析検討を行った。


